大地に 対する ノス タル ジ— を 忘失した る 児 等よ。 I 

「冷 かな 東北の 微風、 ミルク 色の 海と 湛 えた 霧の なか 

に、 巖 のように 聳 ゆる 鉄筋 コンク リ— トの 建物の 屋上 

から、 朗 かな 妖精の 声が 響きます。 屋上の まわり を か 

こむ 鉄柵 や、 それに からんだ 針金の 網 は、 枯れた 海藻 

のように 黝 ずみ、 四隅の 避雷針 は、 鯖び くちた 鎗 のよ 

うで、 昼の 明るみ は 盲いて いますが、 妖精の 声 は朗か 

です。 妖精 は、 永遠の 若さと 稚気と 自由。 今、 十分 間 

の 休憩時間です。 空中の 運動場です。 地面よりも 遙か 

に、 家 根よりも 高い のが、 彼等 は 嬉しい のです。 踊り 
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